









1 . は じめに
防災科学技術研究所では関東 ・ 東海地域の広域地
殻変動の観測・研究を目的として，1988年から測量


















いている影響を差し引くため， I W T観測点を基準
点として，他の観測点の I W T観測点に対する相対
変動を求めた。 また，F C H 及びS H M観測点は設
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かってきている。N I J 及びS MD観測点の運動に
は最近数年間にわたって大きな変化がみられない。






























ている。一方，房総半島ではC K R 観測点とM I N
観測点の間に物理的なプレート境界を置く考えもあ
る。実際，N B K観測点やC K R観測点はN I J 観
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図 3 に1995年9月 1 日から10月31日 までのN R
Y - KWN観測点間の基線 ベクトルの時間変化を示






殻変動の方が地震活動より 1 ~ 2 日早く発生してお
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図 3 1995年 9 月1 日から10月31日 までのN R Y - K WN観測点間の基線ベク トルの時間変化
（地圏地球科学技術研究綿 島田 誠一）
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